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Ｅ－０１

　　３　この特記仕様書に疑義等が生じた場合については、別途監督員と協議するものとする。

　　　議するものとする。

　　２　受注者は、舗装版切断時に濁水を生じない工法を使用する場合においては、事前に監督員と協

　　　更の対象としないものとする。

第５条　濁水処理量については、舗装版の切断延長や切断厚が変わった場合を除き、原則として設計変

舗装版切断時に発生する濁水の処理に係る特記仕様書

３．１　他工事との取合区分

　　　　発注図又は工事区分表による。

３．２　図面上の縮尺

３．３　疑義

　　　　本特記仕様書、特別共通仕様書及び標準仕様書等において疑義が生じた場合は、

　　　　監督員と協議するものとする。

第１条　この特記仕様書は、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書に定めるもののほか、アスファルト

　　　舗装版切断時に発生する濁水（以下「濁水」という。）の処理に関し必要な事項を定めるもの

第２条　受注者は、回収した濁水を次のとおり処理するものとする。

　　　　・種類及び処理量　　汚泥（油分を含む汚泥）　　．　m3
　　　　・中間処理施設　　　　　　市　　　地内、（株）

　　　　・処理方法　　　　　・中間処理後、最終処分場に搬入（処理に焼却又は溶融含まず）

　　　　・中間処理後、最終処分場又は再資源化（処理に焼却又は溶融を含む）

　　２　受注者は、別の中間処理施設を選定する場合には、事前に監督員と協議するものとする。

第３条　受注者は、舗装版切断作業を行いながら濁水を可能な限り回収し、作業後速やかに回収した

　　　濁水を産業廃棄物の汚泥（油分を含む汚泥）として中間処理施設に運搬及び処理するものとす

　　　る。

　　２　受注者は、汚泥の中間処理業の許可を受けている業者と産業廃棄物処分委託契約を締結しな

　　　ければならないものとする。

　　３　受注者は、自ら運搬を行う場合を除き、汚泥の収集運搬業の許可を受けている業者と産業廃

　　　棄物収集運搬委託契約を締結しなければならないものとする。

　　４　受注者は、濁水の処理に関する履行について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律において

　　　定める産業廃棄物管理票（以下「マニフェスト」という。）により管理するものとする。

第４条　受注者は、施工計画書において、濁水の回収、運搬及び処理に関する方法を定めなければな

　　　した委託契約書の写し及び許可証の写しを添付すること。

　　　らないものとする。また、中間処理業者及び収集運搬業者と第3条第3項及び第4項に基づき締結

　　２　受注者は、工事検査時にマニフェスト原本を提示する。

　　　　図面上の縮尺は、ＪＩＳ　Ａ１版とした縮尺とする。

　特記なき場合の施工は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標

準仕様書（機械設備工事編）による。

局線電話の引込位置は、第一種電気通信事業者と打合せのうえで施工する。

（１）所轄する消防署と打合せのうえ、各関係条例等に従い施工する。

（２）総合盤内の接続は端子を使用し、回路名を記入しておくものとする。

（３）ガス漏れ警報設備の動作試験は、原則としてガス納入業者立会いのうえ

　　で行うものとする。

・　燃料電池発電装置　　　・　熱併給(ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ)発電装置

・　太陽光発電装置　　　　・　風力発電装置

・　（概要）

・　ガスタービン発電装置　・　マイクロガスタービン発電装置

・　ディーゼル発電装置　　・　ガスエンジン発電装置

ネットワーク機器を盤内等に収納する場合は、放熱、耐塵等を考慮する。

・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

・（概要）

（１）配線器具

　トは複式を使用してもよい。

　　スイッチ・壁付コンセント(2P15A)は連用形とする。なお、２口コンセン

　　コンセント器具に具備されている送り配線端子は使用してはならない。

（２）照明器具

　　防災用照明器具は、建築基準法による非常用照明器具及び消防法による誘

　導灯とし、関係法令に適合したものとする。

　　フラッシュプレートは原則としてステンレス又は新金属を使用する。

　　ただし、県営住宅における住戸内のフラッシュプレートついては、樹脂
　プレートを使用することができる。

　　　　　 　　　　　特　　　　記　　　　事　　　　項　　　　　　　　　　 

　　学校では学校運営に支障を与えない期間、その他の施設では施設管理者と

　　打合せして設定すること。

　　事説明を実施すること又、工事に先立ち、「工事のお知らせ」等を配布し、

　　周知する。

（９）特に騒音振動など周辺に甚大な影響のある工事については、原則として

（10）工事に先立ち、監督員と打合せの上、住民及び関係自治会等に対して工

　　以上のことを留意し、工程管理、安全管理に万全を期すること。

（１）動力制御盤及び開閉器箱の塗装色は、監督員の指定した色とする。負荷

　　ケーブルころがし配線で、位置ボックスの図面特記がなく、かつ、照明器

　具に送り配線端子が具備されている場合は、位置ボックスを省略しても良い。

　　用送り端子台は１負荷につきＵ・Ｖ・Ｗ・Ｅの４Ｐを原則とする。

（２）電動機等各負荷までの接続は、本工事とする。ただし、制御盤以降が別

　　途工事の場合は、当該制御盤の電源側接続までとする。

負荷開閉器(PAS)

変圧器設備容量

柱上用高圧気中

引込み口は、設計図に示された位置を電力会社に

再確認する。また、ケーブル等の埋設及び、その

端末処理は監督員の立会いのうえで施工する。

（端末処理　　・耐塩用　　　　・一般用　　）

交流３相３線式　６.６kV　５０Hz

定格電圧　７．２kV　　定格電流　　　A

定格電圧　　　　kV　　定格遮断電流　　　kA

動力用　　　　　kVA×　　台　　　　

電灯用　　　　　kVA×　　台　

高圧進相コンデンサ　　　　kVar×　　台

直列リアクトル　　・６％　　・１３％

　　　　　　　　　　kVar×　　台

受雷部突針はＬＲ１とする。

　　分電盤の塗装色は、監督員の指定した色とする。

　　天井又は壁埋込みの場合のボックスは、塗りしろカバーと仕上り面とが

　１０ｍｍ程度以上離れる場合は継枠を使用する。ただし、ボード張りで、ボ

（４）分電盤

（５）継枠

（６）位置ボックスの省略

また、屋外で溶融亜鉛メッキ電線管を使用する場合は、塗装を行わない。

　盤等の鍵は、既存盤及び別途工事の鍵との整合を極力図るものとする。

　露出配管は原則として塗装を行う。ただし、機械室、倉庫等の露出配管は塗

装を行わない。

（２）地中電線路には、ケーブル埋設標及び標識シートを設ける。ただし、低

　ハンドホール、プルボックス及び主要なアウトレットボックス内の電線・ケ
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（３）地中電線路の敷設は管路式とし、埋設深さは地表面（舗装する部分では

　ーブルには、回路の種別、行先の表示を行う。

　　網設備

　　項　　　　　目　　

１　電灯設備

３　雷保護設備

２.３　工事別一般事項（特記事項選択項目は、○印のついたものを適用する）

１２　金属電線管の

１３　鍵

１４　地中電線路

１５　回路の種別

１.６　主任技術者又は監理技術者の専任期間（建設業法により必要になった場合）

　　　１　専任期間の始期

　　　　　主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　　　２　専任期間の終期

　　　　　工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）、事務手続き、

　　　　　後片付けのみが残っている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　　　３　専任期間の中断

　　　　　工事を全面的に一時中止にしている場合は、主任技術者又は監理技術者の専任を要しないものとする。

　すべて受注者の負担とし、構内につくることができる。

　※別契約の関連工事の受注者が定着したものは無償で使用できる。

　・本工事とする。

　本工事に必要な電力及び水などの費用は、受注者の負担とする。

　本工事で　・設ける（規模　　　　　　　　　）　※設けない

　受注者は工事目的物及び工事材料について工事完成期日後１４日まで、これを

火災が保障対象になっている組立保険等にかけて、証書の写しを監督員に提出す

２　工事仕様
２.１　共通仕様

（１）この工事は特記仕様書、図面によるほか、埼玉県電気設備工事特別共通仕様書（以下「特別共通仕様書」

　　という。）、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）、
　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）、公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）

　　（以下「標準仕様書等」という。）及び監督員の指示に従い施工する。
　　　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書、機材の品質・性能基準を最優先とする。

２.２　特記仕様（特記事項の選択項目は、○印のついたものがなければ※印を適用し、・印のものは適用しない。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。）

項　　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特別共通仕様書及び標準仕様書等を適用する。

（３）法令・基準・仕様書等は、原則として施工時において最新のものを適用する。

とする。なお、資材名、製造所名および発注先を記載した報告書を監督員に提

出し承諾を受けるものとする。
　使用機材等については、アスベスト含有の有無を確認し、アスベストを含む

機材等は使用しないこと。
　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達品
目に該当する機材を使用する場合は、原則として、その判断の基準、配慮事項
を満たすこと。

　本工事に使用する機材等は、設計図書に規定するもの又はこれと同等のもの

　・上記以外の時間に施工する場合は事前に監督員と協議すること。

　※行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外。

施工時間

３　工事用電力・水

２　施工条件

１　機材等

４　工事用仮設物

５　足場・さんばし類

６　監督員事務所

７　保　　険

１.９　同時期発注の関連工事　　・　建築工事　　　・　機械設備工事

（４）特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　　　　　）

　蛍光管等は再資源化施設等に搬入し、全てリサイクルするものとする。

（１）引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　）

（構外搬出処理費は、※本工事　・別途）

　引渡を要するもの以外は構外に搬出し、適切に処理する。

（３）再生資源化を図るもの（蛍光管　　　　　　　　　）

（２）買取処分をするもの　（銅屑・鉄屑　　　　　　　）

１１　発生材処理

　完成図書の電子納品ガイドライン　　※　適用する　　・適用しない

　完成図の表紙及び背表紙には、工事名、受・発注者名、完成年月を記載する

こと。また、完成図の中に主要機器一覧表（名称、製造者名、形式、容量又は

１０　完成図書の

　　法の適用

　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律の適用について

　※　適用する（契約金額による）　・　適用しない

９　建設リサイクル

　取外し再使用機材は、清掃及び絶縁抵抗測定等を行い、機能が良好なことを

確認した上で取付る。なお、その測定結果表を監督員に提出する。

８　再使用機材

　　　電子納品

　受注者は法定外の労災保険に付し、証書の写し等を監督員に提出する。

　　　　　又は仮設工事等が開始されるまで）の期間　・令和　　年　　月　　日までの期間）については、

　湿気の多い場所、水を使用する場所及び屋外は、圧着接続し自己融着テープ

　上記以外の場所においては、屋内配線用電線コネクタによる接続をしてもよ

い。ただし、接続はボックス内とする。

したねじなし工法としてもよい。

　屋外におけるケーブルの保護管に用いる厚鋼電線管の接続は、防水処置を施

　埋戻し後の建設残土は、監督員が指示する構内の場所に敷き均しとする。

　再生砂使用に先立ち、１購入あたり１検体の六価クロム溶出試験を行い土壌

の汚染に係る環境基準に適合することを確認すること。

を巻き付けたうえで絶縁テープ巻きとする。

得た上で、　・使用できる。　　※使用できない。

　契約図書中の山砂の類、砂利、砕石及びアスコンに代替し、監督員の了解を

　設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」（独立行政

法人建築研究所監修）による。

　なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督員に提出し、承諾を受けるものと

する。

（１）設計用水平地震力

　機器の重量［kgf］に、設計用水平震度を乗じたものとする。

【備　考】（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　なお、特記なき場合、設計用水平震度は、次による。

（２）設計用鉛直地震力

　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　重要機器

　　・配電盤　・発電装置(防災用) ・直流電源装置 ・交流無停電電源装置

　　・交換機　・火災報知器受信機 ・中央監視装置 ・太陽光発電装置

　上層階の定義は次による。

　　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層２階、10～12階建の場合

　は上層３階、13階建以上の場合は上層４階とする。

中間階

　設置場所

地下・１階

上層階

屋上及び塔屋

設計用標準水平震度

  （１）内部足場　※ 脚立足場　　　

※足場を設ける場合は、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」につい

　て」（厚生労働省基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等

　に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基

　準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組

　立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関

　する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により

  本工事で単独に必要となる足場は、下記により設ける。

　機器・配管等の据付けにおけるあと施工アンカーの使用については、監督員

　の承諾を受けるものとする。

  （２）外部足場　※ Ａ種(枠組足場) ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

　　し、監督員の承諾を受ける。

（１）施工に先立って建築及び関連設備の業者と打合せのうえで施工図を作成

　※使用を要する　　墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン

　　　　　　　　　　（平成30年6月22日付け基発0622第2号）による

　・使用を要しない

　既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開け及びあと施工アンカー打設

　前に、図面に明示する箇所についてＸ線撮影調査を実施すること。

電気設備工事特記仕様書
１　工事概要

１.３　工　　期　

１.２　工事場所
１.１　工 事 名

 　　　現場施工期間
　　　　　　　　　　　現場施工期間は、施設管理者との調整により変更することがある。

１.４　工事科目（○印の付いたものを適用する）

・　発電設備

・　構内情報通信網設備

・　構内交換設備

・　受変電設備

・　雷保護設備

・　電熱設備

・　動力設備

・　情報表示設備

・　映像、音響設備

・　拡声設備（非常放送設備）

・　誘導支援、呼出し設備

・　電灯設備

・　電力貯蔵設備

・　自動閉鎖設備

・　自動火災報知設備

・　防犯、入退室管理設備

・　駐車場管制設備

・　監視カメラ設備

・　テレビ共同受信設備

・　テレビ電波障害防除設備

・　ガス漏れ火災警報設備

・　電話配管設備

・　中央監視制御設備

・　昇降機設備

・　医療関係設備

施設管理者 ：

昇降機：

電力会社 ：

電話会社 ：

ケーブルテレビ会社 ：
消防本部 ：

建築：打ち合わせ担当者

官公庁等打ち合わせ相手

　　　　　取付高さ（ｍｍ）

２,０００

１,８００

一　　般

２,０００

   １５０

   ３００

   １５０

１,１００

１,３００

(上端1,900以下)1,500

   ５００

   ９００

(上端1,900以下)1,500

１,０００

１,２００

２,０００

２,０００

   ２００

   ５００

   ４００

   ９００

２,０００

１,８００

   ５００

県営住宅

(上端1,900以下)1,500

〃

〃

台上～中心

〃

〃

〃

〃

床上～中心

床上～中心

〃

〃

測　　点

〃

ｺﾝｾﾝﾄ、電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ、直列ﾕﾆｯﾄ

分電盤、制御盤、開閉器箱

防水型コンセント

復帰ボタン（　　〃　　　）

呼出ボタン（身体障害者用）

（一般）

　〃　　（身体障害者用）

スイッチ（一般）

（和室）

廊下表示灯（　　〃　　　）

　　　　　　　　　〃　　　　　　　

名　　　　　　　　称

（台上）　　　　　　　　　〃　　　　　　　

　〃　　（人感センサー切換用）

端子盤

３　その他

　壁付、壁掛型の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として次のとおりとする。

２.４　取付高さ

（４）本工事にかかる官公庁への諸手続はすべて受注者が代行し、その費用は

　　受注者の負担とする。

（５）特記なき電線・ケーブルは、原則としてエコマテリアル電線・ケーブル

　　とし、露出部分に使用する場合は耐紫外線性能を有するものとする。

（６）改修工事等を施工する場合、施工する前後に工事対象箇所の写真撮影を

　　行う。また、既設ケーブル等は施工前後に絶縁抵抗、伝送品質等の測定

　　を行い、試験記録を提出する。

　　提出し、承諾後施工する。

（３）本工事に使用する機器は、事前に性能等を記した機器仕様書を監督員に

（２）本工事に使用する製作品は、事前に製作図を監督員に提出し、承諾後製

　　作する。

　　行うこと。

　　に提出する。また、停電操作・安全処置は受注者が行い、その費用は受注

　　者の負担とする。

（７）受注者は、施工にあたって施設運営に支障の無いように綿密に打合せを

（８）本工事における停電措置が必要な場合、事前に計画書を電気主任技術者

（３）照度測定

　　電灯設備工事に際し、新営工事の場合は新設後の、改修工事の場合は改修

　前と改修後の照度測定をJIS C 7612「照度測定方法」により、学校において

　は学校環境衛生基準により実施すること。

高 圧 引 込

受 電 電 圧

主 遮 断 装 置

　ード裏面と塗りしろカバーの間が離れないように施工した場合は、継枠を必

　要としない。

２　動力設備

４　受変電設備

　　圧・弱電回路の標識シートは図面特記による。

　　路盤材下面）から配管の上端まで原則、600mmとする。ただし、公道への

　　引込み管路等の埋設深さについては、供給事業者と協議のうえ決定する。

（１）管路等の敷設に伴う敷き均し土は、標準仕様書のほか下記及び図面特記

　ただし、見えかかり部の塗装については監督員の指示による。

　　　塗装

　　　行先の表示

　　　アスコン

１６　電線の接続

１７　電線管の接続

１８　残土処分

１９　再生砂・再生

２０　耐震施工

　　による。
　　 敷き均し土　　 

 　　 良質土　　　 

　　 　　　管　　種　　別　　　　　　

　　硬質ビニル電線管（VE）

　　耐衝撃性塩化ビニル管（HIVE）

　　波付硬質合成樹脂管（FEP）

　　ポリエチレン被覆鋼管（PLP）

る。

　調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努めるものとする。

出力、数量等）を記載すること。

する。
　県営住宅の完成図の提出部数は、Ａ１二つ折り１部及びＡ３二つ折り３部と

　　（フルハーネス型）

２１　あと施工アンカー

２３　改修部分の足場

２４　墜落制止用器具

２５　その他

２２　はつり及びあと

　　　施工アンカー打設

　施工は、（一社）日本建築あと施工アンカー協会の資格を有するもの、又は

　金属拡張系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、拡張の完了がわかる記録を

十分な技能及び経験を有した者が行うこと。

　接着系アンカーの場合は、所定の穿孔深さ、清掃状況、マーキング、カプセル

添付すること。

こと。

　（原則として、接着系アンカーは吊り支持に使用しないものとする。）

挿入、埋込みの完了が分かる記録を添付すること。

アンカーボルトを選定すること。

　行うものとする。

　重量１００ｋｇを超える機器の耐震支持については、耐震計算書を添付し、

　あと施工アンカーの試験は、アンカーの種類毎に１か所引張試験を実施する

１０　昇降機設備

　　ガス漏れ火災警報

　　設備、拡声設備

　　（非常放送設備）

５　構内情報通信

７　発電設備

８　構内交換設備

９　自動火災報知設備、

６　電力貯蔵設備

　　　である。

1.0          0.6

0.6          0.4

※処理に先立ち計画書を提出し、処理後は調書を提出すること。
　なお、県営住宅の場合は、公共住宅建設工事共通仕様書による。

１.８　工事概要

　　　　　請負契約締結の日から、(・現場施工に着手するまで（現場事務所の設置、資機材の搬入

１.５　指定部分　　　・ 無　　・有（　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日）

埼　　玉　　県

浦 和 競 馬 組 合

2021.4

電気設備工事特記仕様書

さいたま市南区大谷場一丁目８番４２号

　　　　　自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により発注者からの通知により、

１４７，９４０．５４㎡

１.７　敷地面積

・防犯監視用として監視カメラを設置する。　

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事Ｒ０３．０９

・１号開催本部内の警備本部にネットワークディスクレコーダー、モニターを設置する。

・使用するネットワークカメラ、ネットワークディスクレコーダー、ＨＵＢ等は将来、施設外部

　よりＶＰＮ接続にて映像監視が行なえるよう考慮し設置する。

契　　　　約　　　　日　から　令和　４年　３月３１日　まで

岩﨑

図面番号図　　名工　事　名　称担　当課　長 縮　尺主　査主　査

ＮＳ

設計年月日 技術参与

中里 ○○飛塚

「３　その他」「３．４　現場施工期間」のとおり

３．４　現場施工期間

　　　　現場施工期間は工期と同じである。

　　　　ただし、原則として次の時間には現場施工できない。
　　　　・浦和競馬開催日



Ｅ

Ａ３：１／２０００

Ａ１：１／１０００

仲本小

高砂小

岸中

南浦和駅

大谷場中

谷田小

浦和競馬場

浦和駅

産業道路

案内図

Ｎ

Ｎ

バスターミナル

装鞍所

業務館
採
尿
所

第1ｺｰﾅｰ審判塔

第2駐車場

Ａ

ソフトボール場

Ｂ

第2ｺｰﾅｰ審判塔ソフトボール場

Ｃ

倉庫

発馬機格納庫

2,000ｍ

800ｍ

スタート

審判塔

第3ｺｰﾅｰ

1,600ｍスタート

第5駐車場

騎手待避所

第4ｺｰﾅｰ

審判塔

車庫

馬主会館

警備 WC

WC

馬頭観音

1,500ｍスタート

1,400ｍスタート 1,300ｍスタート

1,200ｍ走路

決勝点

第2調整池 芝生広場

遊水池

藤右衛門川

１号開催本部

馬
場
先
通
り

ペタンク

スタート
1,900ｍ

ゲートボール

コート(3面)

ゲートボール

コート(2面)

浦和ビクトリービジョン

事務所
競馬組合

入場

売店

大型映像装置

ｺｲﾝﾛｯｶｰ

調教師駐車場

走路管理室

連絡橋

下
見
所

警備員
詰所

指定席
券売場

馬積降場

専
門
紙
売
場

休
憩
所

３号スタンド ２号スタンド

騎手
待避所

第1駐車場

正門

北門

コート

・・・改修場所
案内図・配置図

一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所 ０２

工事場所：さいたま市南区大谷場一丁目８番４２号

Ｒ０３．０９

旧待機馬房

及川 小泉 遠藤

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○

新待機馬房



６、録画時間計算例

録画保存日数

約３９日間

１日当録画時間

２４時間連続１０ＳＦ

（カメラ１台当）

録画枚数／秒
画質カメラ台数

ＦＨＤ

解像度

なし

冗長化ＨＤＤ容量圧縮方式

Ｈ．２６５
４ＴＢ×６

（２台構成）
６９台

・サブモニターを使用して最大３２画面分割でライブ映像監視ができること。また、最大１６画面分割でライブシーケンスができること。

・操作画面でカメラ映像を最大１６画面分割で表示できること。また、全画面表示に切り替えると最大６４画面分割で表示ができること。

・録画映像は、圧縮方式：Ｈ．２６５またはＨ．２６４、通信方式：ユニキャストにて行うこと。

・ライブ映像は、圧縮方式：Ｈ．２６５またはＨ．２６４、通信方式：ユニキャストにて行うこと。

３、監視  

・再生操作は録画中も録画を止めることなく行えること。

４、録画

・指定したフレームレートで記録できること。

５、操作

・ネットワークディスクレコーダーはカメラの接続台数に応じて、６４台、９６台、１２８台まで段階的に拡張できる機能を有すること。

・ネットワークディスクレコーダーは映像出力端子を搭載し、映像出力ができること。

・ネットワークディスクレコーダーは記録用ＨＤＤを９本搭載可能で、最大３６ＴＢの容量を構築できること。

・保存可能容量を超えた録画映像は、古いものから自動的に上書きされること。

・録画映像は、本体内蔵のＨＤＤにてＲＡＩＤ１，５，６のいずれかを構築し、冗長化ができること。

・フェイルオーバー機能を有し、運用中のレコーダーに障害が発生した場合に、

・操作画面上で録画映像を１画面と最大４画面分割で再生できること。

・再生時に録画の動き検知がない間を早送りで再生する機能を有すること。

・操作画面にカレンダー、タイムラインを表示し、それらにより録画映像を検索できること。

　また、本機に接続するＨＤＤ増設ユニットと追加ＨＤＤを用いて、最大２１６ＴＢの容量を構築できること。

・録画や再生の対象となっていないＨＤＤの動作状態を制御することで、ＨＤＤ稼働時間を抑制することができること。

・記録レートは３００Ｍｂｐｓ以上、配信レートは２００Ｍｂｐｓ以上の性能を持つこと。

・別途用意したＮＡＳドライブに録画データのバックアップができること。

・スケジュール録画は、２つのタイムテーブルと最大１６パターンのスケジュール設定ができること。

　別途用意のネットワークディスクレコーダーが録画を代わりに行えること。

・監視カメラシステムはネットワークで構築され、センター装置にて総合監視を行う。

・すべてのカメラ映像は、ネットワークディスクレコーダーに録画するものとし、

・防犯監視用として監視カメラを設置する。

２、機　能

１、概　要

・証拠性能を向上させるために自動で時刻を調整する機能を有すること。

　圧縮効率が高いＨ。２６５方式での記録が可能なこと。

　また、タイムライン上にマウスカーソルを重ねると、その時間の画像がタイムライン上に表示されること。

・録画映像をＵＳＢ等の外部記録媒体にコピーできること。

・録画映像のダウンロードデータにパスワード及び改ざん検出用コードを付与、設定できること。

・ネットワークディスクレコーダーに操作マウス用ＵＳＢ端子を搭載し、パソコンを使用せずに監視カメラシステムを運用できること。

　（カメラ拡張キット未導入の場合）

・サムネイルサーチ機能により、選択したカメラの指定時間を始点として５分、１５分、３０分、１時間、２時間の単位ごとに

　１２枚の画像サムネイルが表示でき、映像変化点の検索が容易にできること。

監視カメラ設備　システム概要

屋外ＨＵＢ盤Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＡＣ１００Ｖ

( １２ポート )

ＰｏＥ＋

ＨＵＢ

自警本部へ

通信事業者工事

ルーター ＯＮＵ

電源用
ＳＰＤ

ＨＵＢ

ＳＰＤ

ＳＰＤ

ＡＣ１００Ｖ

ＡＣ１００Ｖ

( ８ポート )

通信事業者工事

ルーター ＯＮＵ

ＳＰＤ
電源用

Ｌ

ＬＬ

Ｌ
ＳＰＤ

ＰｏＥ＋

ＨＵＢ

ＳＰＤ

ＡＣ１００Ｖ

Ｌ

ＬＬ
ＳＰＤ

ＬＬ
ＳＰＤ

( ４ポート )
ＳＰＤ

ＳＰＤ
電源用
ＳＰＤ

Ｌ

Ｌ

ＬＬ

ＬＬ

Ｌ ＯＰ

ＡＣ１００Ｖ

ＳＰＤ

ＨＵＢ

ＰｏＥ＋

ＳＰＤ

ＳＦＰＳＢＳＢＳＦＰＨＵＢ

ＰｏＥ＋

ＳＰＤ

ＳＰＤ

ＡＣ１００Ｖ

ＡＣ１００Ｖ
( ４ポート )

( ８ポート )

通信事業者工事

ルーター ＯＮＵ

ＳＰＤ
電源用

ＳＰＤ
電源用

ＨＵＢ

ＰｏＥ＋

屋外ＨＵＢ盤Ｅ

Ｌ

Ｌ
( ４ポート ) レコーダー

ＡＣ１００Ｖ

ＳＤカード

ＳＰＤ
電源用

屋外ＨＵＢ盤Ａ 既設ポール取付

屋外ＨＵＢ盤Ｂ

屋外ＨＵＢ盤Ｃ

既設照明灯取付屋外ＨＵＢ盤Ｄ

ＶＰＮ

第五駐車場（対象外）

第一駐車場（対象外）

新待機馬房

第二駐車場（対象外）

駐車場

駐車場

駐車場

１Ｆ通路４

５

２Ｆ廊下７

９

２Ｆ食堂

１Ｆ通路

１Ｆ休憩室１

２Ｆ廊下

２Ｆ廊下

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

1 0

1

２

３

４

５

1

１

２

３

４

５

１

２

３

６

８

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＳＢ

ＳＵ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

：ＳＦＰモジュール

：光スプライスユニット

：光スプライスボックス

：避雷器

：スイッチングハブ

：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ [ ＰＴＺ ]

：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ [ ドーム型 ]

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ [ 露出ドーム型］

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ [ＰＴＺ］

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ [天井埋込ドーム型］

：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ [ポール取付 ]

：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ

ＨＵＢ

ＳＰＤ

ＳＦＰ

ルーター ：回線終端装置 ( 通信事業者支給品 )ＯＮＵ

ＥＭ－ＵＴＰ０ .５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）

凡例
Ｌ

ＯＰ ＥＭ－ＯＰ－ＯＳ１（４Ｃ）

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

監視カメラ設備　システム系統図（１） Ａ１：ＮＳ

Ａ３：ＮＳ

０３



Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＡＣ１００Ｖ

ＳＦＰ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＡＣ１００Ｖ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＳＦＰ ＳＢ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＡＣ１００Ｖ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＡＣ１００Ｖ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＳＦＰ ＳＢ

Ｌ

Ｌ

ＬＯＰ

ＯＰ

Ｌ ＨＤＭＩ

ディスクレコーダー
ネットワーク ＨＤＭＩ

( ４ＴＢ×６ )

自立型ＩＴＶ架

ＡＣ１００Ｖ

サーバー
タイム

ＳＦＰ

ＳＦＰＳＵ

ＨＵＢ

（２４Ｐ） ( ４ＴＢ×６ )
ディスクレコーダー
ネットワーク

ＰＣ
管理用 １９型

ＵＰＳ

４３型

液晶 ﾓ ﾆ ﾀ ｰ

パソコン

映像監視ソフトウェア共

Ｌ

通信事業者工事

Ｌ

ＳＢ

ＳＦＰ
ＯＰ

( １２ポート )

ＰｏＥ＋

ＨＵＢ

ＰｏＥ＋

ＨＵＢ

( １６ポート )

ＰｏＥ＋

ＨＵＢ

( ２４ポート )

ＰｏＥ＋

ＨＵＢ

( １２ポート )

屋外ＨＵＢ盤Ｇ

屋外ＨＵＢ盤Ｈ

屋外ＨＵＢ盤Ｉ

屋内ＨＵＢ盤Ｊ

ＯＮＵ ルーター

液晶 ﾓ ﾆ ﾀ ｰ

ＳＰＤ
電源用

電源用

電源用

ＳＰＤ

ＳＰＤ

旧待機馬房

装鞍所

業務館

２号スタンド

ＶＰＮ

１号開催本部

２

1

３

４Ｆ馬主室

４

５

６

７

８

９

４Ｆ廊下

４Ｆ馬主役員室

４Ｆ馬主役員室

４Ｆ馬主役員室

４Ｆ馬主室

４Ｆ馬主室

４Ｆ馬主室

４Ｆ廊下

４

５

２Ｆホール

７

８

９

２Ｆ台所

２Ｆ廊下

２Ｆ廊下

出入口

４

５

６

７

８

９

馬房①

事務室

調教師控室

１Ｆ通路

１Ｆ通路

１Ｆ通路

出入口

出入口

出入口

出入口

事務室

出入口

馬房①

馬房①

馬房①

４

５

６

１Ｆ騎手室７

８

９ １Ｆ通路

１Ｆ騎手室裏

１Ｆ通路

１Ｆ厩務員席

１Ｆ調教師控室

１Ｆ鞍整備場

１Ｆ検量室

２Ｆ調教師控室

２Ｆ通路

２Ｆ歩道橋通路

２Ｆ通路

１Ｆ鞍整備場

１Ｆ鞍整備場

１Ｆ鞍整備場

１Ｆ馬場管理室
詰所

１Ｆ通路

１Ｆ通路

１Ｆ休憩室

1

２

３

６

1 0

1

２

３

1 0

1 1

1 2

1 3

1

２

３

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

Ｃ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｆ

ＳＢ

ＳＵ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

：ＳＦＰモジュール

：光スプライスユニット

：光スプライスボックス

：避雷器

：スイッチングハブ

：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ [ ＰＴＺ ]

：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ [ ドーム型 ]

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ [ 露出ドーム型］

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ [ＰＴＺ］

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ [天井埋込ドーム型］

：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ [ポール取付 ]

：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ

ＨＵＢ

ＳＰＤ

ＳＦＰ

ルーター ：回線終端装置 ( 通信事業者支給品 )ＯＮＵ

ＥＭ－ＵＴＰ０ .５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）

凡例
Ｌ

ＯＰ ＥＭ－ＯＰ－ＯＳ１（４Ｃ）

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

Ａ１：ＮＳ

Ａ３：ＮＳ
監視カメラ設備　システム系統図（２）
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２

１

番号 名　　　　称

３

４

５

６

７

８

９

１１

１２

１０

※ＢＰ表示部はブランクパネル、ＰＰ表示部はスリットパネルとする。

備　考

１

入出力

録画圧縮方式

ＨＤＤ機能

２

カメラ接続台数

増設ユニット接続台数

管理用パソコン

ＣＰＵ

メモリ容量

ストレージ

オプティカルドライブ

オペレーティングシステム

外部インターフェース

３

その他

４

５

時刻修正方法

ネットワーク

標準ポート

７

キーボード・マウス用引出しパネル

ＦＭタイムサーバー

ＳＷ－ＨＵＢ（２４ポート）　レイヤー３

機　能

動作環境温度

コネクタ形状

ポート数

ＳＦＰモジュール（１０００ＳＸ）　

１０００ＢＡＳＥ -ＳＸ　×１  

ＬＣコネクタ

０℃～６０℃

最大伝送距離５５０ｍ（５０／１２５μｍ　　ＯＭ２（帯域５００ＭＨｚ・ｋｍ）使用時）

最大伝送距離２７５ｍ（６２．５／１２５μｍＯＭ１（帯域２００ＭＨｚ・ｋｍ）使用時）

ＤＭＩ対応

ＦＭ時報により正時に同期

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ

１０ＢＡＳＥ - Ｔ / １００ＢＡＳＥ -ＴＸ /

１０００ＢＡＳＥ -Ｔ×２４

ＳＦＰ拡張ポート  ×８（ＵＴＰと４ポート排他利用）   

ＳＦＰ＋拡張ポート  ×４（ＳＦＰと排他利用）   

８ＧＢ

ＤＶＤライター

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０　Ｐｒｏ（６４ｂｉｔ）

ＳＡＴＡ：１ＴＢ

Ｉｎｔｅｌ　Ｃｏｒｅ　ｉ７

映像監視ソフトウェア、固定棚共

キーボード、マウス含む

ＵＳＢ  ＴｙｐｅＣ３．１×１、ＵＳＢ３．２Ｇｅｎ２×４、ＵＳＢ３．２Ｇｅｎ１×４、

ＵＳＢ２．０×２、ネットワーク×１、ＨＤＭＩ×１、ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ×２、他

ＲＡＩＤ６機能（ＨＤＤ４台以上搭載時）

６４台（最大１２８台：カメラ拡張キット登録時）

Ｈ．２６５（対応カメラ接続時）、Ｈ．２６４、ＪＰＥＧ

最大５台（最大５４台のＨＤＤを使用した運用が可能）

ＨＤＤ  ×  最大９台、ＲＡＩＤ５機能（ＨＤＤ３台以上搭載時）、

映像出力端子：１、モニター端子：２（ＨＤＭＩ）、音声出力端子：１、

マウス接続ポート：２、コピーポート：２、増設端子：５、

アラーム入力端子：１～３２ｃｈ、アラーム／コントロール端子（端子台プラグ  ２個）、

カメラ／ＰＣポート・ＰＣポート・メンテナンスポート：各１（ＲＪ－４５）

光スプライスユニット９

ポート数

１０

出力容量

無停電電源装置

ＳＣ２連アダプタ×３（６心）

１０００ＶＡ／８００Ｗ

８  Ａｈ／１２  Ｖ×３個

常時インバータ給電方式

ＤＣ３６Ｖ（１２Ｖ　小型制御弁式鉛蓄電池３個）

運転方式

バッテリー容量

蓄電池

１１ 電源制御ユニット

電源コンセント

端子接続

ＡＣ電源容量 全コンセント合計最大１４．８Ａ以下

１１（連動×９、非連動×２）

外部電源制御入力端子×１回路

非常用放送設備端子×１回路

増設用制御出力端子×１接点

１２ 収納ラック

形式

機器収納部

防音ラック

ＥＩＡラックマウント規格

ＣＰＵ

メモリ容量

ストレージ

オプティカルドライブ

オペレーティングシステム

その他

外部インターフェース

Ｉｎｔｅｌ　Ｃｏｒｅ　ｉ７

８ＧＢ

ＤＶＤライター

ＳＡＴＡ：１ＴＢ

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０　Ｐｒｏ（６４ｂｉｔ）

キーボード、マウス、映像監視ソフトウェア共

ＵＳＢ２．０×２、ネットワーク×１、ＨＤＭＩ×１、ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ×２、他

ＵＳＢ  ＴｙｐｅＣ３．１×１、ＵＳＢ３．２Ｇｅｎ２×４、ＵＳＢ３．２Ｇｅｎ１×４、

電　源

撮像素子・有効画素数・走査方式

最低照度

画像解像度

ネットワーク

画像圧縮方式

スマートコーディング

セキュリティ

機　能

レンズ部

防水性・耐衝撃性

ＤＣ１２Ｖ、ＰｏＥ（ＩＥＥＥ８０２．３ａｆ準拠）

約１／２．８型  ＣＭＯＳセンサー・約５１０万画素・プログレッシブ

【１６：９】（Ｈ）１９２０／１２８０／６４０／３２０（３０ｆｐｓモード）

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ、ＲＪ４５コネクター

カラー：０．０５ｌｘ、白黒：０．０４ｌｘ（Ｆ１．３）／０ｌｘ（ＩＲ　ＬＥＤ点灯時）

Ｈ．２６５・Ｈ．２６４、ＪＰＥＧ　※独立に４ストリーム分の配信設定可能

ＧＯＰ制御、顔スマートコーディング、オートＶＩＱＳ

ｆ＝２．９～９ｍｍ（３．１倍、電動ズーム／電動フォーカス）

ユーザー認証／ホスト認証／ＨＴＴＰＳ／動画ファイルの改ざん検出

カラー／白黒切換、ＩＲ　ＬＥＤ、ＶＭＤ、ＡＦ、ＳＤメモリーカードスロット

ＩＰ６６、Ｔｙｐｅ４Ｘ、ＮＥＭＡ４Ｘ  準拠・ＩＫ１０

アドバンスド親水コート、インテリジェントオート、スーパーダイナミック、逆光／強光補正、

ＲＢＳＳ認定

ＤＣ１２Ｖ、ＰｏＥ（ＩＥＥＥ８０２．３ａｆ準拠）

約１／２．８型  ＣＭＯＳセンサー・約５１０万画素・プログレッシブ

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ、ＲＪ４５コネクター

カラー：０．０５ｌｘ、白黒：０．０４ｌｘ（Ｆ１．３）／０ｌｘ（ＩＲ　ＬＥＤ点灯時）

Ｈ．２６５・Ｈ．２６４、ＪＰＥＧ　※独立に４ストリーム分の配信設定可能

ｆ＝２．９～９ｍｍ（３．１倍、電動ズーム／電動フォーカス）

【１６：９】（Ｈ）１９２０／１２８０／６４０／３２０（３０ｆｐｓモード）

ＧＯＰ制御、顔スマートコーディング、オートＶＩＱＳ

ユーザー認証／ホスト認証／ＨＴＴＰＳ／動画ファイルの改ざん検出

カラー／白黒切換、ＩＲ　ＬＥＤ、ＶＭＤ、ＡＦ、ＳＤメモリーカードスロット

ＩＰ６６、Ｔｙｐｅ４Ｘ、ＮＥＭＡ４Ｘ  準拠・５０Ｊ／ＩＫ１０

アドバンスド親水コート、インテリジェントオート、スーパーダイナミック、逆光／強光補正、

電　源

撮像素子・有効画素数・走査方式

最低照度

画像解像度

ネットワーク

画像圧縮方式

スマートコーディング

セキュリティ

レンズ部

機　能

防水性・耐衝撃性

質　量

入出力端子

画面サイズ・画素数

液晶パネル・バックライト

輝度・コントラスト

電源・消費電力

約１０．３Ｋｇ

ＲＪ４５　ＰＪＬｉｎｋ対応×１

ＡＣ１００Ｖ　５０Ｈｚ／６０Ｈｚ

ＩＰＳ／Ｄｉｒｅｃｔ－ＬＥＤ　

５００ｃｄ／㎡　１２００：１

ＰＣ入力、シリアル入力、音声出力、ＵＳＢ

ＨＤＭＩ入力、ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ　Ｉｎｐｕｔ／Ｏｕｔｐｕｔ

４３Ｖ型　１６：９　３８４０×２１６０画素

設置角度

設置方向

備　考

横／縦共用

ＨＤＭＩ  ×１、ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ  ×１、ＤＶＩ－Ｄ  ×１、

１３６６×７６８（約１６：９）

Ｄ－Ｓｕｂ  ×１

取付金具共その他

解像度

ネットワークディスクレコーダー

４７ｃｍ（１８．５）型・ＴＮ（アンチグレア）サイズ・パネル種類

入力端子

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ電　源

１９型液晶カラーモニター

２

員数

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

３

１

ＳＦＰモジュール（１０００ＳＸ）　

横：前傾／後傾０～２０度　縦：前傾０～２０度

ＵＳＢメディアプレーヤー、２４時間稼動

ＲＢＳＳ認定

ネットワークディスクレコーダー

１９型液晶カラーモニター

管理用パソコン

別途ルーター・別途ＯＮＵ収納スペース

キーボード・マウス用引出しパネル

ＦＭタイムサーバー

光スプライスユニット

ＳＷ－ＨＵＢ（２４ポート）　レイヤー３

ケーブル引込パネル

電源制御ユニット

機器収納ラック本体

無停電電源装置

電　源

撮像素子・有効画素数・走査方式

最低照度

画像解像度

ネットワーク

画像圧縮方式

スマートコーディング

セキュリティ

機　能

レンズ部

ＲＢＳＳ認定

ＤＣ１２Ｖ、ＰｏＥ（ＩＥＥＥ８０２．３ａｆ準拠）

約１／２．８型  ＣＭＯＳセンサー・約５１０万画素・プログレッシブ

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ、ＲＪ４５コネクター

カラー：０．０５ｌｘ、白黒：０．０４ｌｘ（Ｆ１．３）／０ｌｘ（ＩＲ　ＬＥＤ点灯時）

Ｈ．２６５・Ｈ．２６４、ＪＰＥＧ　※独立に４ストリーム分の配信設定可能

ＧＯＰ制御、顔スマートコーディング、オートＶＩＱＳ

【１６：９】（Ｈ）１９２０／１２８０／６４０／３２０（３０ｆｐｓモード）

ユーザー認証／ホスト認証／ＨＴＴＰＳ／動画ファイルの改ざん検出

インテリジェントオート、スーパーダイナミック、逆光／強光補正、

カラー／白黒切換、ＩＲ　ＬＥＤ、ＶＭＤ、ＡＦ、ＳＤメモリーカードスロット

ｆ＝２．９～９ｍｍ（３．１倍、電動ズーム／電動フォーカス）

機　能

セキュリティ

画　角

回転台部

レンズ部

スマートコーディング

画像圧縮方式

画像解像度

撮像素子・有効画素数・走査方式

最低照度

ネットワーク

電　源

インテリジェントオート、スーパーダイナミック、逆光／強光補正、

ユーザー認証／ホスト認証／ＨＴＴＰＳ／動画ファイルの改ざん検出

プリセットポジション数：２５６か所、オートモード

デジタルズーム：１６倍（最大６４０倍）

【１６：９】水平：１．９°～６６°／垂直：１．１°～３９°

【４：３】水平：１．４°～５１°／垂直：１．１°～３９°

水平：３６０°エンドレス旋回／垂直：－２５°～２０５°（水平～真下～水平）

６０倍　ＨＤ  ＥＸ光学ズーム（解像度　１２８０×７２０時）

ｆ＝４．２５ｍｍ～１７０ｍｍ（４０倍、電動ズーム／電動フォーカス）

顔スマートコーディング、ＧＯＰ制御

Ｈ．２６５・Ｈ．２６４、ＪＰＥＧ　※独立に４ストリーム分の配信設定可能

３Ｍ【４：３】（Ｈ）２０４８／１２８０／８００／６４０／４００／３２０（３０ｆｐｓ）

２Ｍ【１６：９】（Ｈ）１９２０／１２８０／６４０／３２０（３０／６０ｆｐｓ）

ＤＣ１２Ｖ、ＰｏＥ（ＩＥＥＥ８０２．３ａｆ準拠）

約１／２．８型　ＭＯＳセンサー・約２１０万画素・プログレッシブ

カラー：０．０１５ｌｘ、白黒：０．００６ｌｘ　（Ｆ１．６）

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ、ＲＪ４５コネクター

カラー／白黒切換、画揺れ補正、ＶＭＤ、ＳＤメモリーカードスロット

ＲＢＳＳ認定

ＤＣ１２Ｖ、ＰｏＥ（ＩＥＥＥ８０２．３ａｆ準拠）

約１／２．８型  ＣＭＯＳセンサー・約５１０万画素・プログレッシブ

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ、ＲＪ４５コネクター

カラー：０．０５ｌｘ、白黒：０．０４ｌｘ（Ｆ１．３）／０ｌｘ（ＩＲ　ＬＥＤ点灯時）

Ｈ．２６５・Ｈ．２６４、ＪＰＥＧ　※独立に４ストリーム分の配信設定可能

ＧＯＰ制御、顔スマートコーディング、オートＶＩＱＳ

ユーザー認証／ホスト認証／ＨＴＴＰＳ／動画ファイルの改ざん検出

インテリジェントオート、スーパーダイナミック、逆光／強光補正、

ｆ＝２．９～９ｍｍ（３．１倍、電動ズーム／電動フォーカス）

【１６：９】（Ｈ）１９２０／１２８０／６４０／３２０（３０ｆｐｓモード）

カラー／白黒切換、ＩＲ　ＬＥＤ、ＶＭＤ、ＡＦ、ＳＤメモリーカードスロット

電　源

撮像素子・有効画素数・走査方式

最低照度

画像解像度

ネットワーク

画像圧縮方式

スマートコーディング

セキュリティ

機　能

レンズ部

ＩＴＶ

ＭＴＶ ＰＣ Ｂ ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラパソコン４３型液晶ディスプレイ（移動式スタンド付）

ＩＴＶ架

Ｃ ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ [ ドーム型 ]

Ｅ Ｇ ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ [ ＰＴＺ］ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ [ 露出ドーム型］

ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ [ 天井埋込ドーム型 ]Ｆ

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：ＮＳ

Ａ３：ＮＳ

Ｒ０３．０９

監視カメラ設備　機器姿図（１）

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

０５
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ＳＷ－ＨＵＢ（１２ポート）ＰｏＥＰｌｕｓ給電対応仕様

ＨＵＢ収納キャビネット仕様

クリーム（２．５Ｙ９／１）

鋼板ｔ1.6

鋼板ｔ1.6

保護等級　ＩＰ４４

ＯＮＵ（別途）ルーター（別途）収納

給電機能

標準ポート

動作環境温度

ＡＣ１００Ｖ、５０／６０Ｈｚ（最大２２８Ｗ）

１０ＢＡＳＥ-Ｔ/１００ＢＡＳＥ-ＴＸ/

３０．０Ｗ（ポート１－１２）最大給電１８５Ｗ 

１０００ＢＡＳＥ-Ｔ×１６

ＳＦＰ拡張ポート ×４（ＵＴＰと排他利用）  

０℃～５０℃

電源用ＳＰＤ共

屋外用（遮光板、ルーバー付熱対策キャビネット）

ドア

塗装色

ボデー

形 式

Ｉ　Ｐ

その他

電　源

※　電源用ＳＰＤ：１台収納
※　ＳＷ－ＨＵＢ（１２ポート）ＰｏＥＰｌｕｓ給電対応：１台収納

ＳＷ－ＨＵＢ（１２ポート）ＰｏＥＰｌｕｓ給電対応仕様

ＨＵＢ収納キャビネット仕様

クリーム（２．５Ｙ９／１）

鋼板ｔ1.6

鋼板ｔ1.6

保護等級　ＩＰ４４

電源用ＳＰＤ共

標準ポート

動作環境温度

ＡＣ１００Ｖ、５０／６０Ｈｚ（最大２２８Ｗ）

１０ＢＡＳＥ-Ｔ/１００ＢＡＳＥ-ＴＸ/

３０．０Ｗ（ポート１－１２）最大給電１８５Ｗ 

１０００ＢＡＳＥ-Ｔ×１６

ＳＦＰ拡張ポート ×４（ＵＴＰと排他利用）  

０℃～５０℃

ドア

塗装色

ボデー

形 式

Ｉ　Ｐ

その他

給電機能

電　源

屋外用（遮光板、ルーバー付熱対策キャビネット）

※　電源用ＳＰＤ：１台収納
※　ＳＷ－ＨＵＢ（１２ポート）ＰｏＥＰｌｕｓ給電対応：１台収納

ＳＷ－ＨＵＢ（１６ポート）ＰｏＥＰｌｕｓ給電対応仕様

クリーム（２．５Ｙ９／１）

光スプライスボックス共

最大伝送距離５５０ｍ（５０／１２５μｍ　　ＯＭ２（帯域５００ＭＨｚ・ｋｍ）使用時）

１０００ＢＡＳＥ-ＳＸ　×１ 

最大伝送距離２７５ｍ（６２．５／１２５μｍＯＭ１（帯域２００ＭＨｚ・ｋｍ）使用時）

ＡＣ１００Ｖ、５０／６０Ｈｚ（最大１５２Ｗ）

１０ＢＡＳＥ-Ｔ/１００ＢＡＳＥ-ＴＸ/

３０．０Ｗ（ポート１－１６）最大給電２５０Ｗ 

１０００ＢＡＳＥ-Ｔ×２０

ＳＦＰ拡張ポート ×４（ＵＴＰと排他利用）  

屋外用（遮光板、ルーバー付熱対策キャビネット）

ＨＵＢ収納キャビネット仕様

鋼板ｔ1.6

鋼板ｔ1.6

ドア

塗装色

保護等級　ＩＰ４４

ボデー

形 式

Ｉ　Ｐ

その他

ＳＦＰモジュール（１０００ＳＸ） 仕様

機　能

動作環境温度 ０℃～６０℃

コネクタ形状 ＬＣコネクタ

ポート数

ＤＭＩ対応

給電機能

標準ポート

電　源

動作環境温度 ０℃～５０℃

電源用ＳＰＤ共

※　電源用ＳＰＤ：１台収納
※　光スプライスボックス：１台収納
※　ＳＦＰモジュール（１０００ＳＸ）：１台収納
※　ＳＷ－ＨＵＢ（１６ポート）ＰｏＥＰｌｕｓ給電対応：１台収納

ＳＷ－ＨＵＢ（２４ポート）ＰｏＥＰｌｕｓ給電対応仕様

ＨＵＢ収納キャビネット仕様

クリーム（２．５Ｙ９／１）

鋼板ｔ1.6

鋼板ｔ1.6

ドア

塗装色

保護等級　ＩＰ４４

ボデー

形 式

Ｉ　Ｐ

その他 光スプライスボックス共

ＳＦＰモジュール（１０００ＳＸ） 仕様

機　能 最大伝送距離５５０ｍ（５０／１２５μｍ　　ＯＭ２（帯域５００ＭＨｚ・ｋｍ）使用時）

動作環境温度 ０℃～６０℃

コネクタ形状 ＬＣコネクタ

ポート数 １０００ＢＡＳＥ-ＳＸ　×１ 

最大伝送距離２７５ｍ（６２．５／１２５μｍＯＭ１（帯域２００ＭＨｚ・ｋｍ）使用時）

ＤＭＩ対応

ＡＣ１００Ｖ、５０／６０Ｈｚ（最大４７２Ｗ）

１０ＢＡＳＥ-Ｔ/１００ＢＡＳＥ-ＴＸ/

３０．０Ｗ（ポート１－２４）最大給電３７０Ｗ 

１０００ＢＡＳＥ-Ｔ×２８

給電機能

標準ポート

電　源

ＳＦＰ拡張ポート ×４（ＵＴＰと排他利用）  

動作環境温度 ０℃～５０℃

電源用ＳＰＤ共

屋外用（遮光板、ルーバー付熱対策キャビネット）

※　電源用ＳＰＤ：１台収納
※　光スプライスボックス：１台収納
※　ＳＦＰモジュール（１０００ＳＸ）：１台収納
※　ＳＷ－ＨＵＢ（２４ポート）ＰｏＥＰｌｕｓ給電対応：１台収納

ＳＷ－ＨＵＢ（１２ポート）ＰｏＥＰｌｕｓ給電対応仕様

ＨＵＢ収納キャビネット仕様

ライトベージュ（５Ｙ７／１）

鋼板ｔ1.6

鋼板ｔ1.6

ドア

塗装色

保護等級　ＩＰ２ＸＣ

ボデー

形 式

Ｉ　Ｐ

その他 光スプライスボックス共

ＳＦＰモジュール（１０００ＳＸ） 仕様

機　能

動作環境温度 ０℃～６０℃

コネクタ形状 ＬＣコネクタ

ポート数 １０００ＢＡＳＥ-ＳＸ　×１ 

最大伝送距離２７５ｍ（６２．５／１２５μｍＯＭ１（帯域２００ＭＨｚ・ｋｍ）使用時）

ＤＭＩ対応

ＡＣ１００Ｖ、５０／６０Ｈｚ（最大２２８Ｗ）

１０ＢＡＳＥ-Ｔ/１００ＢＡＳＥ-ＴＸ/

３０．０Ｗ（ポート１－１２）最大給電３６０Ｗ 

１０００ＢＡＳＥ-Ｔ×１６

給電機能

標準ポート

電　源

ＳＦＰ拡張ポート ×４（ＵＴＰと排他利用）  

動作環境温度 ０℃～５０℃

屋内用（換気孔付）

最大伝送距離５５０ｍ（５０／１２５μｍ　　ＯＭ２（帯域５００ＭＨｚ・ｋｍ）使用時）

※　光スプライスボックス：１台収納
※　ＳＦＰモジュール（１０００ＳＸ）：１台収納
※　ＳＷ－ＨＵＢ（１２ポート）ＰｏＥＰｌｕｓ給電対応：１台収納

ＨＵＢ
Ｆ ＨＵＢ盤Ｆ

ＨＵＢ
Ｇ ＨＵＢ盤Ｇ

ＨＵＢ
Ｈ ＨＵＢ盤Ｈ

ＨＵＢ
Ｉ ＨＵＢ盤Ｉ

ＨＵＢ
Ｊ ＨＵＢ盤Ｊ

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：ＮＳ

Ａ３：ＮＳ

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

監視カメラ設備　機器姿図（２）
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４
０
０

７
，
４
５
０

４
５
０

４５０５，４００５，４００５，４００ ５，４００ ５，４００
４５０

５，４００１，６５０

１階平面図（１ＦＬ＋２．０＝１４．４０）

Ｎ

キュービクル
空調室外機

ＰＳ

ＰＳ

ファン相談室

Ｐ
Ｓ

廊下２

女子便所

自警本部

ＵＰ

警察警備本部

ＶＴＲ室

ＰＳ・ＥＰＳ

階段

前室

（副出入口）

前室

ＤＮ
ＵＰ

給湯室

屋外階段１

（主出入口）

ＶＴＲＶＴＲ

ポーチ

屋外階段２

ＰＳＰＳ ＰＳ ＰＳ

ＥＸＰ．Ｊ

廊下１（１ＦＬ±０）

ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン

男子便所

ＳＫ室

エントランスホール

ＰＳ・ＥＰＳＰＳ・ＥＰＳ

３
８
０
０

３
８
０
０

３
８
０
０

１
５
０
０

ＲＦ

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

ＧＬ

建物高さ

Ｌ－１

ＭＯＮＩ

ＩＴＶ

ＷＰ

連絡橋より

（橋下露出配管）

４０インチ液晶ディスプレイ
ＩＴＶ架
自立型

斫り貫通処理

斫り貫通処理

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）床コロガシ　１０ｍ

立上りメタルモール

Ｐ.ＢＯＸ

Ｐ.ＢＯＸ

壁貫通補修

スパイラルハンガー付

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）ｘ２（ＰＦ２８）

（ＰＦ２８）（配線は通信事業者工事）
ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）（ＰＦ２８）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）ｘ２（Ｇ３６）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）ｘ２／１０ｍ

メッセンジャーワイヤ２２ｓｑ吊

（Ｇ２８）（配線は通信事業者工事）

既設ＣＲ・既設埋設配管経由　２号スタンドへ

：プルボックス　　　　（２００×２００×１００）

：プルボックス（防水・ＳＵＳ）（２００×２００×１００）

※通信業者工事用の架空配線受け金物を設置すること

ＷＰ

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

０７

１号開催本部１階　監視カメラ設備図



DN
UP

法面

Ｂ

Ａ

２号スタンド

２１ ３ ４ ５ ６ ７

UP

９，４５０

４５０

３３，３００

４５０

１
３
，
１
５
０

４
５
０

５，４００５，４００５，４００５，４００５，４００５，４００

５
，
４
０
０

屋外階段２

屋外階段１

１号開催本部

（既設ボックス）

既設ＨＨ

既設ＨＨ

既設ＨＨ

２号スタンド４階　ＨＵＢ盤より

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）（既設ＦＥＰ管内に通線）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）（既設ＦＥＰ管内に通線）

（既設ケーブルラック内）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）（既設スリーブ内）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）（既設ＦＥＰ管内に通線）

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

０８

１号開催本部～２号スタンド
屋外　監視カメラ設備図



６
，
８
０
０

４
，
４
０
０

７
，
８
０
０

４
，
２
０
０

５
，
２
０
０

１
，
９
０
０

６
，
９
５
０

３
７
，
２
５
０

８，０００ ８，０００８，０００８，０００ ８，０００

４０，０００

Ｙ５

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６

至る 1号スタンド　自警本部へ

１
，
５
０
０

将来連絡通路

収納

２重スラブ

上部ＥＶ１ピット

デッド

スペース

（将来ＥＰＳ）

上部ＤＰＳ１

アラーム弁

埋戻し

ＳＫ

ＰＳ

ＰＳ

ＰＳ

へだて壁Ｈ３００へだて壁Ｈ３００ 埋戻し

埋戻し 埋戻し 埋戻し 埋戻し埋戻し

上部

屋外通路２

上部

屋外スロープ２

上部

ピロティ

ＰＳ

エスカレータ

ピット

埋戻し

上部

ピロティ

上部

屋外スロープ２

上部

屋外階段３

ＥＰＳ１

従業員便所 ＥＶ２ 消火

ポンプ室

衛生機械室
倉庫１

ドライエリア

雨水利用槽 雨水利用槽

沈砂槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽
雨水利用槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽

湧水槽

廊下

資金管理事務室 倉庫２

階段２

給湯

コーナー

湧水槽

湧水槽

湧水槽 湧水槽湧水槽
湧水槽

湧水槽

湧水槽 湧水槽

湧水槽湧水槽湧水槽湧水槽湧水槽

湧水槽

５
２
０
０

４
６
０
０

４
６
０
０

４
６
０
０

４
５
０
０

ＲＦ

２Ｆ

１Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

Ｂ１Ｆ

建物高さ

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）（既設ＦＥＰ管内に通線）

（既設ケーブルラックに通線）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）

（既設ケーブルラックに通線）

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

２号スタンドＢ１階　監視カメラ設備図

０９



６
，
８
０
０

４
，
４
０
０

７
，
８
０
０

４
，
２
０
０

５
，
２
０
０

１
，
９
０
０

６
，
９
５
０

３
７
，
２
５
０

８，０００

６
，
８
０
０

４
，
４
０
０

７
，
８
０
０

４
，
２
０
０

５
，
２
０
０

１
，
９
０
０

６
，
９
５
０

３
７
，
２
５
０

８，０００

６
，
８
０
０

４
，
４
０
０

７
，
８
０
０

４
，
２
０
０

５
，
２
０
０

１
，
９
０
０

６
，
９
５
０

３
７
，
２
５
０

８，０００

Ｙ５

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ｘ２ Ｘ３

Ｙ５

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ｘ３Ｘ２

Ｙ５

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ｘ２ Ｘ３

２階平面図 ３階平面図１階平面図

ＥＰＳ１

アラーム弁室ＰＳ

収納
（将来ＥＰＳ）

ＤＰＳ１

ＥＶ２

通路

倉庫
階段２

特別観覧席Ｓ席（１２０席）＋車椅子席（５席）＝計１２５席

５～６人

３～４人 ３～４人 ３～４人

５～６人５～６人

ＥＶ２

通路

倉庫
階段２

屋上４

特別観覧席ボックス席（４２－５４席）

ＥＰＳ１

アラーム弁室ＰＳ

収納
（将来ＥＰＳ）

自販機・給茶機

（屋上テラス３）

ＤＰＳ１

Ｓ
Ｓ

カウンター

有人窓口

投票機１－３

投票機１－２

投票機１－１

ＥＰＳ１

ＤＰＳ１

収納
（将来ＥＰＳ）

ＰＳ

上部ガラリ

屋外階段２

投票所１

廊下

ＥＶ２

階段２

側溝

従業員便所１・２

通路

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）

（既設ケーブルラックに通線）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）

（既設ケーブルラックに通線）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）

（既設ケーブルラックに通線）

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

１０

２号スタンド１～３階　監視カメラ設備図



多機能便所４

６
，
８
０
０

４
，
４
０
０

７
，
８
０
０

４
，
２
０
０

５
，
２
０
０

１
，
９
０
０

６
，
９
５
０

３
７
，
２
５
０

８，０００ ８，０００８，０００８，０００ ８，０００

４０，０００

Ｙ５

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６

６～７人
１２人

１５人１０～１１人５８人

カウンター

６～７人 ６～７人

投票機４

ＥＶ１

階段１

階段３

ＥＶ２ 店舗４

投票所４
通路

給湯室倉庫

便所１・２

男子便所４

女子便所４

屋上３

廊下

パントリー

喫煙室
印刷室

馬主室 馬主役員室 記者室１

記者室２
特別観覧室１

受付

階段２

上部庇２

屋上３

ロビー

馬主給湯室

特別観覧室２ 特別観覧室３

従業員

廊下

スペース

自販機・

ＰＳ

ＰＳ

ＰＳ

ＳＫ

（屋上テラス２）
（太陽光発電設備）設備用基礎

ＰＳ

アラーム弁室

（屋外避難階段）

給茶機

収納
（将来ＥＰＳ）

ＤＰＳ４

２

ＤＰＳ

ＤＰＳ１

ＤＰＳ３

上部ガラリ

収納

給茶機スペース

ＰＳ
収納

設備用基礎

（将来用）

（太陽光用）

手洗い

散水栓

将来用連絡通路

ゴンドラ用扉

ＰＳ

ＥＰＳ１

Ｆ Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｆ Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｈ
Ｕ
Ｂ

ＵＴＰ

ＵＴＰＵＴＰ

ＵＴＰ

ＵＴＰ

ＵＴＰ

ＵＴＰ

ＵＴＰ

ＵＴＰ

１ ２ ５ ６

７

８

４

３

９

（Ｂ１階へ）

（既設ケーブルラックに通線）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）（ＰＦ２８）

屋内ＨＵＢ盤　Ｊ

４階　馬主役員室　　　　　　　３台

　　　カメラ設置場所　　　　　　　　　　台数

４階　馬主室　　　　　　　　　４台

４階　廊下　　　　　　　　　　２台
ＵＴＰ ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）

《配線凡例》

ＨＵＢ

Ｆ

Ｇ

：ＨＵＢ盤　スイッチングハブ
　光スプライスユニット内蔵

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ[ＰＴＺ］

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ[天井埋込ドーム型］

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

２号スタンド４階　監視カメラ設備図

１１



1 2 3 4 5 6 7

10,800

1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

700 700

1,400

8,
64
0

1

7,900

900 900

1,800

3 4 52 76

2,000 7,700 8,100 8,500 8,500

8

1,950

38,550

A

1,
00
0

C

B

1,
40
0
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0

１階天井伏図　1：100

室内対象外

10
,0
00

1,
00
0

1,400

1,
90
0

下見所（別図参照）

ＷＰ ＷＰ ＷＰＷＰ

ＷＰ

ＷＰ

ＷＰ

ＥＸＰ．ＪＥＸＰ．Ｊ
（Ｆ２－３０）

至る 装鞍所へ

（以降 別図参照）

（以降 別図参照）

至る 業務館へ

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）（Ｇ２８）

（橋下露出配管）

（以降 別図参照）

（Ｆ２－３０）×２

至る １号開催本部へ

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）（Ｇ２８）

（橋下露出配管）

（橋下露出配管）

（Ｇ２８）（配線は通信事業者工事）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）ｘ２（Ｇ３６）

（橋下露出配管）

（Ｇ２８）（配線は通信事業者工事）

ＮＴＴ回線にて警部本部へ

（通信事業者工事）

ＷＰ：プルボックス（防水・ＳＵＳ）（２００×２００×１００）

※通信業者工事用の架空配線受け金物を設置すること

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００
連絡橋　監視カメラ設備図

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

１２
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A

B

男子便所

女子便所

減量室 騎手室

騎手食堂

医務室 馬場管理室詰所 検量室 獣医室

物干場
鞍置室

厩務員席

鞍整備場

走路管理員詰所

調教師控所

Ｎ

１階平面図　1：100

ＧＬ

２Ｆ

１Ｆ

軒下

３
８
０
０

３
０
０
０

建物高さ

５
０

Ｂ

Ｂ

ＷＰ（Ｂ）

ＷＰ（Ｂ）

Ｂ

Ｂ

ＷＰ
（Ａ）

Ｂ

Ｂ

（Ａ）ＷＰ

Ｅ

（Ａ）ＷＰ

ＷＰ
（Ａ）

Ｅ

ＷＰ
（Ａ）

Ｅ

ＢＢ

Ｂ ＷＰ
（Ｂ）

ＵＴＰ

ＵＴＰ（ＰＦ１６）

ＵＴＰ（ＰＦ１６）
ＵＴＰ（ＰＦ１６）

ＵＴＰ（ＰＦ１６） ＵＴＰ（ＰＦ１６）

ＵＴＰ（ＰＦ１６）

１２

１

２

６

３

５

４

７

８ ９

１０ １１

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ２（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ６（ＰＦ２８）

既存鉄骨に取付

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ３（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）（ＰＦ１６）

壁貫通補修壁貫通補修

壁貫通補修

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）×４（ＶＥ２２）

壁貫通補修

壁貫通補修

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）（ＶＥ１６）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）×２（ＶＥ１６）

（ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ６（ＰＦ２８））×２

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）（ＭＭＡ）

壁貫通補修

鞍整備場　　　　　　　　　　　４台

１階通路　　　　　　　　　　　２台

検量室　　　　　　　　　　　　１台

馬場管理室　　　　　　　　　　１台

調教師控所　　　　　　　　　　１台

　　　カメラ設置場所　　　　　　　　　　　台数

厩務員席　　　　　　　　　　　１台

１階騎手室出入口　　　　　　　１台

騎手室　　　　　　　　　　　　１台
Ｅ

ＷＰ
（Ａ）

（Ｂ）
ＷＰ

Ｂ ：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ

《配線凡例》

：プルボックス（１５０×１５０×１００：防水・ＳＵＳ）

：プルボックス（１００×１００×７５：防水・ＳＵＳ）

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ[露出ドーム型］

ＵＴＰ（ＰＦ１６）ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ＵＴＰ

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

業務館１階　監視カメラ設備図

１３



道路境界線
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B

A

発走員詰所男性騎手用調整室

女性騎手用調整室

賞典室出走投票室

調教師控室

Ｎ

２階平面図　1：100

Ｂ

ＷＰ
（Ａ）Ｂ

Ｃ

ＷＰ

（Ａ）

Ｅ

ＨＵＢ

１３

１６

１５

１４

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）（Ｇ２８）

樹脂製屋根貫通及び補修

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）（ＭＭＡ）

メッセンジャーワイヤ２２ｓｑ吊
スパイラルハンガー付

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）

至る 連絡橋へ

（以降 別図参照）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ４（ＰＦ２２）

（ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ６（ＰＦ２８））×２

屋外ＨＵＢ盤Ｉ

壁貫通補修

　　　カメラ設置場所　　　　　　　　　　台数

調教師控室（内外）　　　　　　　　４台

：プルボックス（１５０×１５０×１００：防水）

：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ[ドーム型]

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ[露出ドーム型］

：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ

（Ａ）
ＷＰ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

業務館２階　監視カメラ設備図

１４
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ポンプ室

馬房①

診療所

便所 洗場 乾燥室

物置 更衣室

獣医室

事務室

馬体重
計室 馬体重計

便所

湯沸室

警備室
馬具舎

警備室 調教師
控室

ＷＰ

Ｂ

ＷＰ

（Ｂ）

Ｈ
Ｕ
Ｂ

Ｅ

Ｂ （Ａ）ＷＰ

Ｂ

ＷＰ
Ｂ

（Ａ）

Ｅ

ＷＰ（Ａ）

Ｅ

Ｂ ＷＰ（Ａ）

ＷＰ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

（Ａ）ＷＰ

ＷＰ

（Ｂ）Ｂ

ＷＰ

（Ｂ）

（Ｂ）

Ｌ

ＵＴＰ
（ＰＦ１６）

ＵＴＰ

（ＰＦ１６）

ＵＴＰ
（ＰＦ１６）

Ｌ

２ ３

４

５

１

７

９

１０
６

１３

１２

１１

８

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）

メッセンジャーワイヤ２２ｓｑ吊

スパイラルハンガー付

（橋下露出配管）

メッセンジャーワイヤ２２ｓｑ吊

スパイラルハンガー付

至る 旧待機馬ＨＵＢ盤へ

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）屋外用

メッセンジャーワイヤ２２ｓｑ吊

スパイラルハンガー付

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）（ＭＭＡ） ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）屋外用×６

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）屋外用×１

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）屋外用×５（ＶＥ２８）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）屋外用（ＶＥ１６）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）屋外用×２（ＶＥ１６）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）×６（ＰＦ２８）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）屋外用×６（ＰＦ２８）

壁貫通補修

（天井面開口補修）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）屋外用×６（ＶＥ２８）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）×２（ＶＥ１６）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）（Ｇ２８）

ＥＭ－ＯＰ－ＯＳＩ（４Ｃ）（Ｇ２８）

至る 連絡橋へ

（以降 別図参照）

屋外ＨＵＢ盤Ｈ

ＷＰ

Ｌ

凡例

ＥＭ－ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）屋外用：屋外配線サドル止め

ＷＰ

（Ａ）

（Ｂ）

ＥＭ－ＵＴＰ０.５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）（ＰＦ１６）

Ｅ

Ｂ

：プルボックス（１５０ｘ１５０ｘ１００：防水）

：プルボックス（１００ｘ１００ｘ７５：防水）

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ[露出ドーム型］

：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ

調教師控室　　　　　　　　　　１台

装鞍所　　　　　　　　　　　　４台

洗い場前　　　　　　　　　　　２台

装鞍所事務室（内外）　　　　　６台

　　　カメラ設置場所　　　　　　　　　　台数

ＵＴＰ（ＰＦ１６）

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１５０

Ａ３：１／３００

Ｒ０３．０９

装鞍所エリア　監視カメラ設備図

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

１５
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１階平面図　１/１００ ２階平面図　１/１００

ＵＰ

Ｄ
Ｎ

馬房７ 馬房５

休憩室

馬房８

馬房９

馬房１０

馬房１１

馬房１２通路
馬房１

馬房２

通路

トイレ

馬房６

馬房５

馬房４

馬房３

玄関

ホール

馬房１馬房２馬房３馬房４馬房６

洗面所

便所
通路

通路

水汲み場

物入

物入

和室和室

押入

和室 和室

押入

和室

押入

和室

押入

和室

押入押入

廊下

台所
脱衣所浴室

便所

控え室

ホール

水汲み場

馬糧室

水汲み場

押入

廊下

建物高さ

ＧＬＧＬ

２
９
６
０

２Ｆ

１Ｆ

３
２
４
０

１Ｆ

３
２
４
０

軒下

軒下

５
０

５
０

（Ｂ）

Ｂ

Ｆ

（Ａ）

Ｂ

Ｂ （Ａ）

（Ａ）

（Ａ）

Ｂ

（Ａ）

Ｂ

ＨＵＢ
ＷＰ
（Ａ）

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

ＷＰ
（Ａ）

（Ａ）

ＵＴＰ

ＵＴＰ

ＵＴＰ

ＵＴＰ（ＰＦ１６）

（Ｐ
Ｆ１
６）ＵＴ

Ｐ

ＵＴ
Ｐ

（Ｐ
Ｆ１
６）

（Ｐ
Ｆ１
６）ＵＴ

Ｐ

ＵＴＰ（ＰＦ１６）

ＵＴＰ（ＰＦ１６）

６５

４

２

１

９

７

８

１０

３

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ４（ＰＦ２２）

壁貫通補修
ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ３

（天井ころがし）

屋外ＨＵＢ盤Ｇ

壁貫通補修

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ６（ＰＦ２８）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ５（ＶＥ２２）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ２（ＶＥ１６）

壁貫通補修

壁貫通補修

メッセンジャーワイヤ２２ｓｑ吊

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）屋外用

スパイラルハンガー付

装鞍所 ＨＵＢ盤Ｈへ

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ３（ＶＥ１６）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ２（ＶＥ１６）

（Ａ）

（Ｂ）

（Ａ）
ＷＰ

Ｆ

Ｂ

：プルボックス（１００×１００×７５）

：プルボックス（１５０×１５０×１００：防水）

：プルボックス（１５０×１５０×１００）

：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ

１階　馬房通路　　　　　　　　５台

１階　休憩室　　　　　　　　　１台

２階　食堂　　　　　　　　　　１台

２階　ホール　　　　　　　　　１台

２階　廊下　　　　　　　　　　２台

　　　カメラ設置場所　　　　　　　　　　台数

《配線凡例》

ＵＴＰ（ＰＦ１６）ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ＵＴＰ

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ[天井埋込ドーム型]

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

旧待機馬房　監視カメラ設備図

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

１６
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１Ｆ
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３
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０

３
０
０
０

建物高さ

５
０

（Ａ）Ｆ

（Ａ）

Ｂ

Ｂ

ＷＰ

（Ａ）

ＨＵＢ

ＷＰ
（Ａ）

ＷＰ

ＷＰ

（Ａ）

（Ａ）

Ｂ

ＢＢ

ＵＴ
Ｐ

ＵＴ
Ｐ

６

２

３

１

４
５

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）（ＰＦ１６）

斫り貫通処理

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ３

（天井ころがし）

屋外ＨＵＢ盤Ｆ

ＮＴＴ回線にて警部本部へ

（通信事業者工事）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ３（ＰＦ２２）

ＮＴＴ回線にて警部本部へ

（通信事業者工事）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ７（ＰＦ２８）

（２階より）

（天井ころがし）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）×７

（天井ころがし）

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）

壁貫通補修

既設弱電端子盤

壁貫通補修

壁貫通補修

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）×４

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）×４

※通信業者工事用の架空配線受け金物を設置すること

：プルボックス（１５０×１５０×１００：防水）

（Ａ）

（Ａ）
ＷＰ

：プルボックス（１５０×１５０×１００）
１階馬房通路　　　　　　　　　２台

１階休憩室　　　　　　　　　　１台

１階馬積降場　　　　　　　　　３台

　　　カメラ設置場所　　　　　　　　　　台数
Ｆ

：ＦＨＤ屋外型ＮＷカメラ

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ[天井埋込ドーム型]

Ｂ

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

１７

新待機馬房１階　監視カメラ設備図
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２階平面図　１/１００
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Ｇ

浴室
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庇

屋根
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廊下
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洗面洗濯室

屋根

男子トイレ

物入

脱衣棚

男子脱衣室

ｼ ｬ ﾜ ｰ

個室 1 2

C L

C L

女子脱衣室

浴室
女子

D
N

２階食堂　　　　　　　　　　　１台

２階通路　　　　　　　　　　　３台

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ
ＵＴ
Ｐ

ＵＴ
Ｐ

１０

９

８

７

壁貫通補修

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ４

（１階へ）

既設弱電端子盤

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（Ｃａｔ５ｅ）ｘ３

（天井ころがし）

壁貫通補修

Ｆ
　　　カメラ設置場所　　　　　　　　　　台数

※通信業者工事用の架空配線受け金物を設置すること

：ＦＨＤ屋内型ＮＷカメラ[天井埋込ドーム型]

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

１８

新待機馬房２階　監視カメラ設備図
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ＶＴＲ室

ＰＳ・ＥＰＳ
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前室
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ＤＮ
ＵＰ

給湯室

屋外階段１

（主出入口）
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エントランスホール
ポーチ

屋外階段２
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ＰＳ・ＥＰＳ 消火器ＢＯＸ
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ー
ル
ラ
イ
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廊下１（１ＦＬ±０）

Ｌ－１

２ＥＥＴ
Ｈ＝１５００

Ｆ２.０

（ＭＭＡ）

（ＶＥ２２）

斫り貫通補修

既設Ｌ－１予備回路２１（配線遮断器：ＭＣＣＢ２Ｐ１Ｅ　２０Ａ）より

監視カメラシステム用電源を取り出すこと。

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

１９

１号開催本部１階　コンセント設備図
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特別観覧室１
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特別観覧室２ 特別観覧室３

従業員

廊下

スペース

自販機・

ＰＳ

ＰＳ

ＰＳ

ＳＫ

（屋上テラス２）
（太陽光発電設備）設備用基礎

ＰＳ

アラーム弁室

（屋外避難階段）

給茶機

収納
（将来ＥＰＳ）

ＤＰＳ４

２

ＤＰＳ

ＤＰＳ１

ＤＰＳ３

上部ガラリ

収納

給茶機スペース

ＰＳ
収納

設備用基礎

（将来用）

（太陽光用）

手洗い

散水栓

将来用連絡通路

ゴンドラ用扉

ＰＳ

ＥＰＳ１

ＨＵＢ盤内に取付
露出コンセント：抜止２Ｐ１５Ａ×２＋ＥＴ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｅ）（ＰＦ２２）

Ｌ－４－１分電盤　予備回路（ＡＣ１００Ｖ　ＭＣＣＢ２Ｐ１Ｅ２０Ａ）に接続

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

２号スタンド４階　コンセント設備図

２０
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女性騎手用調整室
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調教師控室

Ｎ

２階平面図　1：100

２２１

２２１
ＷＰ

２２１

２２１

斫り貫通補修

斫り貫通補修

ＥＭ－ＥＥＦ２.０－３Ｃ（１Ｅ）（Ｇ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２.０－３Ｃ（１Ｅ）（Ｅ２５）

ＥＭ－ＥＥＦ２.０－３Ｃ（１Ｅ）（Ｅ２５）

既設電灯盤スペースにＨＵＢ盤電源用配線遮断器（ＥＬＣＢ２Ｐ５０ＡＦ/２０ＡＴ×１）取付

ＨＵＢ盤内に取付
露出コンセント：抜止２Ｐ１５Ａ×２＋ＥＴ

強電設備は接地端子付

２００×２００×１００ 鋼板製

ＷＰ２２１ ２００×２００×１００ 防水型

２２１

ステンレス製

プルボックス寸法仕様は下記による。

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

２１

業務館２階　コンセント設備図
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路
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線

Ｎ

馬房①

馬体重計測室

馬洗い場

装鞍所

ポンプ室

馬房①

馬房②・寄宿舎

ＥＬＣＢ ２Ｐ
５０ＡＦ／２０ＡＴ

１８０ＶＡ

ＨＵＢ盤電源

１φ２Ｗ　１００Ｖ

鋼板製・防水壁掛型・指定色仕上

Ｓ－Ａ

Ｌ－ＭＡ

［既設］

Ｓ

露出コンセント：抜止２Ｐ１５Ａ×２＋ＥＴ
ＨＵＢ盤内に取付

ＥＭ－ＣＥ３.５ｓｑ－３Ｃ（１Ｅ）（Ｇ２２）

ＥＭ－ＣＥ３.５ｓｑ－３Ｃ（１Ｅ）（Ｇ２２）

既設電灯盤主幹二次側より分岐

Ｓ－Ａ

手元開閉器盤

［新設］

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤
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Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

装鞍エリア　コンセント設備図
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壁貫通補修

ＨＵＢ盤内に取付
露出コンセント：抜止２Ｐ１５Ａ×２＋ＥＴ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｅ）（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｅ）（ＭＭＡ）

既設電灯分電盤

予備回路よりＨＵＢ盤用電源を取り出すこと。

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｅ）（ＰＦ２２）
プルボックス（１５０×１５０×１００：防水）

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

２３

旧待機馬房　コンセント設備図
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電力・電話引き込み

露出コンセント：抜止２Ｐ１５Ａ×２＋ＥＴ
ＨＵＢ盤内に取付

壁貫通補修

壁貫通補修

既設１ＬＰ－１予備回路１４（配線遮断器：ＭＣＣＢ２Ｐ１Ｅ　２０Ａ）よりＨＵＢ盤用電源を取り出すこと。

構内柱：１２Ｍ

引込開閉器盤（弱電）

引込開閉器盤（電力）

［既設・現況のまま］

主任課　長 技術参与 主査 主査

浦和競馬組合

埼 玉 県

岩﨑飛塚 中里 ○○
一級建築士事務所

設計 製図 照合 承認

工事名称

図面名称 縮　尺

日　付

図面番号

晃設備設計事務所

及川 小泉 遠藤

Ｅ

Ａ１：１／１００

Ａ３：１／２００

Ｒ０３．０９

浦和競馬場業務エリア監視カメラ等設備工事

２４

新待機馬房１階　コンセント設備図


